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腰部脊柱管狭窄（LSS）の日本における有病割合を調査した。40-79 歳の日本住民の代表サ

ンプル 4,400 名に質問紙調査を行った。LSS 有病の推定は、LSS に関連する下肢症状の報告

および LSS 診断サポートツールによって判定した。40-79 歳の日本住民における LSS の推定

有病割合は 5.7%、推定有病者数は 365 万人であった。 

LSS の有病に、高齢、糖尿病、泌尿器疾患、関節炎・骨折、および、うつ状態が関連してい

た。（平成 21年度・日本整形外科学会プロジェクト研究事業） 

解説 
医療疫学業績 No. XXX


